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【参加自治体】昭和村

【令和４年度中心参加自治体】
昭和村

○昭和村では、特定健康診断の受診率が５０％を下回るなど、健康への意識づけ
が課題となっている。特に、人生100年時代に向け、将来的な村民の健康寿命の増
進を図ることは重要な課題である。また、村財政における医療費・介護保険料の
軽減に資するよう、青壮年層に対して健康意識の高揚を図るために調査研究を行
う。本年度については特に現状について理解が深まるように調査研究を進める。
○昭和小学校及び昭和中学校において、2016年度から継続して実施している体組
成測定を実施した。結果について、フィードバックした。昭和小学校において、
保護者に対して、体組成についての資料を配布した。昭和村と連携して、高齢者
を対象とした「元気で長生き教室」を開催した。その際に本学学生と川口高校の
生徒と測定を実施し、結果の説明をして、運動指導も実施した。体組成の結果に
ついて、参加者にフィードバックし、体組成の結果を評価した。
○昭和小学校及び昭和中学校の児童生徒に対して、2016年度から引き続き体組成
測定を実施することができ、昭和村の児童生徒の体組成データを蓄積することが
できた。測定実施後、保護者に対して体組成測定の重要性について解説した資料
を配布したが、多くの保護者が体組成について興味を示し、次年度測定会を実施
してほしいとの要望もあった。昭和村と連携して、高齢者を対象とした「元気で
長生き教室」を開催し、その際に本学学生と川口高校の生徒と測定を実施し、結
果の説明をして、運動指導も実施した。高齢者の皆さんは体組成測定は初めての
方ばかりであり、自分自身の筋肉量や脂肪量について興味深そうに説明を聞いて
いらっしゃった。そして体組成の結果を評価し、どのような点について気をつけ
て生活していくべきか解説した。定期的に測定すべきとのお話をしたところまた
測定したいとのご希望もあった。そして本学学生と高校生が実際にどのような運
動をすべきか一緒に運動を行った。
○昭和村では、特定健康診断の受診率が５０％を下回るなど、健康への意識づけ
が課題となっている。そこで「青壮年層の健康意識醸成」に対しての一つの取り
組みとして、昭和小学校と昭和中学校で実施している体組成測定について、各家
庭へのフィードバックと保護者への体組成測定を実施することで、健康に対する
啓発活動に寄与できるように計画する。加えて、祖父母世代に対しても同様に体
組成測定を実施し、さらに健康に対する啓発活動を実施していく。昭和村におい
ては人生100年時代に向け、将来的な村民の健康寿命の増進を図ることは重要な課
題であり、また、村財政における医療費・介護保険料の軽減に資するよう取り組
んでいく。
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